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まず、第 1 章では、 「リプロダクティブ・ライツ」及び「リプロダクティブ・ヘルス」概念が出現する背景を明ら
かにし、両概念の内容をひとまず確定しておくために、両概念の構成要素を抽出する。ここに、 「ひとまず」と述べ
たのは、これら両概念が現在でも日々に深化し、豊富化されつつある現状を考慮し、本稿における両概念の構成要素
の確定が、将来における両概念の発展を妨げる趣旨をもたないことを明らかにするためである。第 1 章は、 「リプロ
ダクティブ・ライツj 及び「リプロダクティブ・ヘルス」概念が国際フォーラムの場に出現する背景と、これら両概
念の定義及び構成要素に関して、これらの概念が国際フォーラムではじめて登場する 1994 年の「第 3 回国際人口・
開発会議(InternationalConference on Population and Development : ICPD) J (以下「カイロ会議」とし、う)が
採択した成果文書を手がかりとして論ずる。











員会J (以下「社会権規約委員会」としづ。)、 「市民的及び政治的権利に関する国際規約J (以下「自由権規約」





第 3 章では、条約機関の解釈にも触れる。そのため、各条約機関が採択する「一般的な性格を有する意見 (General
Comment) J (以下「一般的意見」という。)や、 「一般的な性格を有する勧告 (General Recommendation) J 













本格的な「リプロダクティブ・ライツj 及び「リプロダクティブ・ヘルス j 概念に関する体系的な研究はなされてい
ない。特に、法的な分析を加えたものはほぼ存在しないといえよう。日本における法学的観点からの「リプロダクテ
ィブ・ライツ」及び「リプロダクティブ・ヘルス J 概念に関する研究は、谷口真由美・森口佳樹「リプロダクティブ・
ヘルス/ライツ概念の形成とその意義J (1999 年)4 が最初であり、特に、国際法学的観点からの本格杓な論文は、谷
口真由美「リプロダクティブ・ライツとリプロダクティブ・ヘルスの関係ーカイロ行動計画を素材として J (2002 
年)5 である。日本においてもジェンダー学6 や開発学7、医学8 等の分野では、少しずつではあるが研究がなされてい
1 B. Hartmann, Reproductive Rights & 防ケ'ongs-The Global Politics of Population Control (South End Press, 
1987). 
2 R. J. Cook, lnternational Protection of Women's Reproductive Rights , New York University Journal of 
lnternational Law and Politics, Vol. 24, No. 2, 1992, pp. 645-727, R. J. Cook and M. F. Fathalla, Duties to 
lmplement Reproductive Rights, Nordic Journal of lnternational Law, Vol. 67, No. 1, 1998, pp. 1-16, R. J. Cook 
ed, Human Rights of Women-National and lnternational Perspectives -(University of Pennsylvania Press, 1994), 
S. Coliver ed. , The Right to Know-Human Rights and Access to reproductive health information (University of 
Pennsylvania Press, 1995), M. K. Eriksson, Reproductive Freedom-In the Context of lnternational Human 
Rights and Humanitarian Law (Nijhoff, 2000). 
3 例えば、 NordicJournal of lnternational Lawの Vo1.67， No.1 , 1998 は所収の論文すべてが「リプロダクティブ・
ライツ」に関するものである。
4 和歌山大学『経済理論』第 290 号 (1999 年 7 月) 83-105 頁。
5 財団法人世界人権問題研究センター『研究紀要』第 7 号 (2002 年 6 月) 347-371 頁。
6 原ひろ子・根村直美編著『健康とジェンダー』明石書店、 2000 年、及び、ヤンソン柳沢由実子『リプロダクティブ・











































2002 年、及び武谷雄二編『新女性医学大系 11 リプロダクティブヘルス』中山書店、 2001 年等がある。
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